作業工程計画書(1)
	作業工程
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	安全衛生作業
	安全一般
(1) 周囲の安全を確認すること。

(2) 正しい服装と正しい姿勢で作業すること

(3) 作業場において、整理整頓を心掛けて作業すること
	

	排水管の接続

	１．準備
	(1) 材料（硬質塩化ビニル管、台座等）と工具類を準備する。
	

	２．管の位置決め
	(1) 口径の大きさ、長さの確認する。
(2) 台座の配置を確認する。
	

	３．管の切断と面取り
	(1) 管の切断はマジックで管軸に直角に標線を入れる。
(2) 金切りのこで切断する。

(3) ビニル用リーマ・ヤスリ・ナイフを用いて管の内面、外面をそれぞれ糸面取りをする。

(4) 管端面も管軸に直角になるようにヤスリで仕上げる。

	

	４．管の接合と勾配調整
	(1)受け口内面及び差し口外面の汚れをウエスで拭き取り、差し口の挿入代をマーキングする。
(2)受け口、差し口の順で刷毛を用いて、接着剤を全周に均一に塗る。
(3) 差し口を一気にマーキング位置まで挿入し、浮かないように固まるまでしばらく保持する。

(4) 適切な勾配に調整し、固定する。


	

	５．清掃する
	(1) はみ出した接着剤をウエスで拭き取る。
	

	給水管の接続（さや管ヘッダー工法）

	１．準備
	(1) 材料（さや管、ポリブデン管、金物等）と工具類を準備する。
	

	２．さや管の敷設
	(1) 配管設計図を基に墨出しをする。
(2) さや管を切断し敷設する。
(3) さや管を固定する。
※床面に横振れや浮き上がりが生じないように支持固定する。

	

	３．ヘッダーの取付け
	(1) ヘッダーの取付け位置を確認し、接続する。
(2) ヘッダー保温材を巻き、取付け金具を用いて固定する。
	

	４．水栓ボックスの取付け
	(1) 接続する衛生機器に合わせ、水栓ボックスを取付ける。

	

	５．水栓ボックスの通管および水栓の取付け
	(1) 樹脂管ガイドを使用して、水栓ボックスの取付け口から樹脂管を引き出す。
	

	６．衛生機器との接続

	(1) レバーハンドルを「上」マークが上にくるように差し込む。
(2)　内側からスペーサーの「上」マークを上にして取付け、ナットで固定する。
(3) レバーハンドルをタンク内のジョイントに接続し、止め輪が「カチッ」と音がするまで差し込む。
※固定ができたらハンドルをまわし、がたつきやゆるみがないことを確認する。
※ジョイント部分とレバーハンドルが確実に固定されていることを確認する。

	

	７．水圧検査

	(1) 管路の施工終了後、水圧検査を実施し、漏水のないことを確認する。
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